
平成３０年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）

児童質問紙から見える家庭学習への取組状況

小学校

・質問（１１）「家で学校の宿題をしていますか。」に対して「している」「どちらかといえばしている」と答えた児

童は９８．１％と、昨年度の同様の質問に対して＋２．９％であった。

・質問（１４）「一日当たりの学習時間」に対して「１時間以上」（解答番号１，２，３）と答えた児童は７１．７％と、

昨年度同様の質問に対して＋０．２％であった。しかし「１時間以下」と答えた児童は、全国や県よりも少ない

ものの、昨年度とほぼ同様の２８％であった。

・質問（１２）「家で、学校の授業の予習・復習をしていますか」に対して「している」「どちらかといえばしてい

る」と答えた児童は８１．１％で、県よりも＋１１．３％であった。

・家庭の協力もあり、家庭学習の習慣化が図られてきている。今後は、さらに幸手市家庭学習宣言等を活用

し、家庭での学習時間の確保を促していきたい。



平成３０年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）

生徒質問紙から見える家庭学習への取組状況

中学校

・質問（１１）「家で学校の宿題をしていますか。」に対して「している」「どちらかといえばしている」と答え

た生徒は９３．５％と、昨年度の同様の質問に対して＋１３．３％と著しい成長が見られた。

・質問（１４）「一日当たりの学習時間」に対して「２時間以上」（解答番号１，２）と答えた生徒は３５．４％

と、昨年度同様の質問に対して＋０．４％であった。また、「１時間以下」と答えた生徒は昨年度より０．

５％増の２９．４％であり、引き続き課題である。

・質問（１２）「家で、学校の授業の予習・復習をしていますか」に対して「している」「どちらかといえばし

ている」と答えた生徒は６３．５％で、県よりも＋３．２％であるが、残りの約３５％の生徒が予習・復習を

していない結果になっているので改善が必要である。


